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① 件  名 

債権管理に関する状況について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

本市の債権管理については、地方自治法による法的枠組みはあるものの市として統一した方法が

確立されていない。管理状況は各債権を所管する部署により差があり、他業務を兼任しながら債権

管理を行っている場合、ノウハウの整理・蓄積がされにくい状況になっている。 

平成２７年度決算において監査委員より債権の適正な管理の実施について意見があり、「石巻市

債権管理基本方針」を平成３０年３月に策定した。 

  

【目的】 

「石巻市債権管理基本方針」に基づき、全庁的に市債権の適正な管理を行い、行政サービスを受

ける市民負担の公平性や財源の確保を図る。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 なし 

【〔総合計画との整合性 総合計画との位置付け：有・無〕 又は〔個別計画との整合性〕】 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

平成３０年 ３月 石巻市債権管理基本方針策定 

令和 ３年１１月 債権管理に関する研修の実施 

令和 ４年 ８月 債権管理に関する状況調査（全庁照会） 

⑤ 主な内容 

  令和３年度決算に係る６１債権について、収入未済額、債権管理マニュアル・債権管理台帳の整

備状況等の債権管理状況を取りまとめ、報告する。 

 

【収入未済額等の状況】 ※（ ）は昨年度 

 調定額 収入済額 不納欠損額 不納欠損 収入未済額 収入未済 

（円） （円） （円） （件数） （円） （件数） 

A B C   A-B-C   

現年度 
30,175,001,608 
（30,096,469,814） 

29,370,665,335 
（29,245,084,599） 

8,041,180 
（11,522,443） 

85 
（96） 

796,295,093 
（839,862,772） 

37,246 
（39,594） 

滞納繰越 2,643,738,621 
（2,463,648,196） 

726,772,924 
（707,171,563） 

183,186,406 
（158,360,760） 

15,997 
（17,702） 

1,733,779,291 
（1,598,115,873） 

91,353 
（93,550） 

計 
32,818,740,229 
（32,560,118,010） 

30,097,438,259 
（29,952,256,162） 

191,227,586 
（169,883,203） 

16,082 
（17,798） 

2,530,074,384 
（2,437,978,645） 

128,599 
（133,144） 

 

【債権管理マニュアル・債権管理台帳の整備状況】 ※（ ）は昨年度５９債権の内訳 

 マニュアル 台帳 

整備されている 22（20） 48（38） 

Ｒ４年度整備予定 25（16） 12（11） 

Ｒ５年度整備予定 2（14） 0（10） 

Ｒ６年度以降整備予定 3（3） 1（0） 

部分的に整備されている 9（6）  

計 61（59） 61（59） 

資料４ 



 

【滞納債権の縮減に向けた対応】 

・少額の債権、特に現年度分に係る督促・催告等の早期の対応 

・収入未済件数が５０件以上、収入未済額が５０万円以上の債権について管理マニュアルを整備 

・各課における債権管理マニュアルの適正な執行 

・債権管理に関する研修会の実施 

・事務手順等に関する情報の庁内連携の強化 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

庁内での統一的な債権の適正な管理を取り組むことにより、行政サービスを受ける市民負担の公

平性や財源の確保が図られる。 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和４年１１月 債権管理に関する研修の実施 

令和５年 ８月 令和４年度末の債権管理状況の行財政改革本部への報告 

⑨ その他 

 

 


